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4．第 15 次航海報告（Report on the 15th Cruise） 
4.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
第 15 次航海の平成 16 年度遠洋航海は、東京海洋大学専攻科学生 27 名・大学院生




ンに寄港し、南極洋調査の研究者乗船の後に南下して暴風圏通過後、1 月 2 日南極収






ルボルン港に寄港し、ラバウル島を視認北上し、3月 11 日東京に帰港した。 
海流は、四国沖での黒潮、アフリカ南端から喜望峰までの沿岸域では暖流のアグリ
アス海流(Agulhas current)が強く 2-3knot であった。南極海域では北東への南極周極流
があった。インド洋では赤道反流、マダガスカル沖はソマリー海流であった。 
 
Route :Tokyo-Bali      Melbourne-Tokyo   Madagascar-Cape town 
Fig. 1  Current on track  




Arrival Date Departure 
Date 
 Tokyo  Nov.17,2004     




   1,350.5 
Fishing ground    Dec. 3,2004 Dec.10,2004 
   2,894.4 
Toamasina 
 (MADAGASCAR) 





   6,203.8 
Fremantle 
 (AUSTRALIA) 
   Jan.25,2005 Jan.30,2005 








       6.6 
Tokyo 





Total Distance   25,928.0   
4.2 航跡図（Track Chart） 


































 - 59 -





















































This page is hidden from view. 
 
 - 63 -
 
 
 - 64 -
 
 
 
